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すみなす会 事業開始２０周年! 

地
域
の
皆
様
や
関
係
機
関
の
方
々
を
始
め
、
多
く
の
皆

様
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
の
お
陰
で
、
す
み
な
す
会

は
開
設
か
ら
二
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

皆
様
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
は
、
法
人
上
げ
て
の
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
取
り
組

み
を
開
始
し
て
す
ぐ
に
、
後
援
会
か
ら
非
接
触
型
の
体
温

計
五
十
本
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、
利
用
者
・
職
員
の
感
染

防
止
に
大
き
な
助
け
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
も
タ
イ
ム
リ
ー
に
幾
多
の
力
強
い
ご
支
援
・

ご
協
力
を
賜
り
、
役
員
の
皆
様
並
び
に
会
員
の
皆
様
に
心

か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

す
み
な
す
会
は
、
平
成
十
三
年
に
「
航
」
と
「
釜
利
谷
地

域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
」
の
二
施
設
で
事
業
を
開
始
し
、
そ
れ
以
降

も
段
階
的
に
施
設
を
増
や
し
な
が
ら
、
す
み
な
す
会
事
業

を
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
で
は
二
十
二
施
設
を
擁
し
、

障
害
と
高
齢
の
方
を
対
象
に
、
約
四
百
名
の
職
員
が
多
様

で
質
の
高
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。 

今
般
の
二
十
周
年
を
契
機
に
、
す
み
な
す
会
二
十
年
の

歩
み
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
す
み
な
す
会
が
今
後
も
地

域
社
会
か
ら
必
要
と
さ
れ
、
地
域
社
会
に
役
立
つ
存
在
で

あ
り
た
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
た
「
す
み
な
す
会

二
十
周
年
記
念
誌
」
を
作
成
し
ま
す
。 

い
つ
の
時
代
も
、
利
用
さ
れ
る
皆
様
の
思
い
に
寄
り
添

い
、S

D
G

s

「
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
社
会
」
の
実
現
を

目
指
し
て
、
す
み
な
す
会
は
持
続
的
な
発
展
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 
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み
な
す
会
後
援
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会
長 
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す
み
な
す
会
発
足
二
十
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
理

事
長
以
下
、
全
職
員
の
皆
様
の
ご
努
力
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し

ま
す
。
ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
後
援
会
を
支
え
応
援
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
会
員
の
皆
様
に
心
か
ら
の
感
謝
を
申
し
上
げ
、
二
十

年
の
軌
跡
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

後
援
会
の
発
足
は
、
す
み
な
す
会
と
同
時
で
、
事
務
局
の
石

井
さ
ん
と
二
人
き
り
の
な
ん
と
も
心
細
い
船
出
で
し
た
。
二
十

年
後
の
現
在
の
姿
は
会
員 

百
十
四
名 

役
員
六
名 

事
務
局
二

名
、
役
員
会 

年
三
回
開
催
、
後
援
会
報 

年
二
回
発
行
、
寄
付

金 

約
百
三
万
円
（
令
和
二
年
度
）
と
い
う
姿
に
成
長
致
し
ま
し

た
。
ひ
と
え
に
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
の
お
か
げ
で
す
。
二
十

年
間
の
足
跡
と
し
て
は 

会
報
は
三
十
五
号
を
発
行
、
す
み
な
す

会
へ
の
支
援
金
は
累
計
約
九
四
七
万
円
、
積
立
金 

約
九
六
八
万

円 

（
令
和
三
年
三
月
末
）
の
活
動
実
績
を
残
し
て
お
り
ま
す
。 

特
に
会
報
の
発
行
は
一
見
地
味
で
は
あ
り
ま
す
が
、
す
み
な

す
会
の
歴
史
を
記
録
す
る
上
で
極
め
て
重
要
な
資
料
で
あ
り
、

第
一
号
か
ら
現
在
ま
で
、
事
務
局
の
努
力
に
よ
り
着
実
に
進
化

し
、
皆
様
へ
の
情
報
提
供
の
貴
重
な
一
助
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

ま
た
支
援
金
は
、
す
み
な
す
会
の
活
動
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と

な
り
、
直
近
で
は
コ
ロ
ナ
発
生
直
後
に
非
接
触
型
体
温
計
五
十

本
の
寄
付
が
記
憶
に
残
り
ま
す
。
こ
の
他
、
さ
を
り
織
り
の
販

売
支
援
等
の
手
伝
い
も
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。 

何
と
か
二
十
年
、
会
員
の
皆
様
の
継
続
的
な
支
援
、
役
員
・

事
務
局
の
努
力
、
す
み
な
す
会
か
ら
の
期
待
等
に
支
え
ら
れ
て

こ
こ
ま
で
参
り
ま
し
た
。
今
後
は
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
加
え
て

す
み
な
す
会
の
五
～
十
年
先
を
考
え
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
も
検

討
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
増
し
て
強

い
御
支
援
を
何
卒
よ
ろ
し
く
御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

2001 年５月 航・釜利谷地域ケアプラザ開所式 
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航では、職員全員に手指消毒用のスプレーを配布して
います。常に携帯し、気になった時はシュッ！と手指消
毒をし、新型コロナウィルス感染予防に努めています。 

2 月から 3 月にかけ、職員を対象とした PCR 検査を
3 回実施しました。延べ 306 名の職員が受検、全員陰
性でした！ 

共用部分の消毒、換気、加湿を心掛け、これからも感
染予防対策をしてまいります！ 

 

コロナ対策 

すみなす会・航 20 周年おめでとう！ 

すみなす会・航開設の 20 周年を祝して、航の皆さんからお祝い写真が集まりました！ 

航
施
設
長 

 

佐
々
木 

画
生 

  
 

 
 

 

昨
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
防
止
対
応
に
お
わ
れ
る
年
と
な
り
ま
し
た
。
航
を

ご
利
用
さ
れ
て
い
る
皆
様
に
は
、
ご
帰
宅
や
外
出
の

自
粛
等
々
、
事
業
所
運
営
に
多
く
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
誠
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

 

お
陰
様
で
、
ご
利
用
者
、
職
員
共
に
、
現
在
ま
で

一
人
も
感
染
者
は
出
て
お
り
ま
せ
ん
。 

 

し
か
し
、
近
頃
は
変
異
株
の
蔓
延
も
報
道
さ
れ
、

今
後
、
必
ず
し
も
航
が
安
泰
と
は
言
い
き
れ
な
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
も
航
で
は
感
染
者
が
発
生
し
た
こ
と

を
想
定
し
て
、
そ
の
中
で
事
業
を
継
続
運
営
す
る
た

め
の
実
施
計
画
を
作
成
す
る
と
共
に
、
法
人
全
体
で

の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
協
議
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し

た
。 対

策
協
議
を
進
め
る
中
、
す
み
な
す
会
の
障
害
福

祉
部
門
で
は
、
こ
の
機
に
感
染
症
だ
け
で
な
く
、
震

災
等
の
有
事
の
際
に
、
法
人
内
の
障
害
福
祉
事
業
所

が
連
携
し
て
、
事
業
継
続
を
行
っ
て
い
く
た
め
の
事

業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
を
作
成
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
で
は
、
法
人
内

の
障
害
福
祉
事
業
の
中
で
、
優
先
す
る
事
業
を
「
施

設
入
所
」
と
「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」
に
位
置
づ
け
、

対
象
事
業
の
継
続
の
た
め
に
事
業
所
の
枠
を
超
え

全
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
支
援
を
行
う
体
制
強
化

を
図
る
こ
と
を
再
確
認
し
、
備
蓄
品
の
補
充
・
再
整

備
等
を
行
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
障
害
福
祉
部
門
合
同
で
の
防
災
訓
練
も
企

画
し
、
福
祉
避
難
所
と
し
て
の
地
域
貢
献
の
あ
り
方

に
つ
い
て
も
協
議
を
進
め
て
お
り
ま
す
。 

 

現
在
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
と
い
う
、
こ
れ

ま
で
予
測
し
て
い
な
か
っ
た
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
が
、
ど
ん
な
有
事
の
際
に
も
、
ご
利
用
者
の
安
心

と
安
全
を
第
一
に
事
業
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
理
解
と
ご
協
力
の

ほ
ど
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

コラム vol.7 ～20 周年を迎えた航の今～ 

事業開始 
２０周年 

4 月現在、利用者・職員の感染予防

に努めながら活動しています。 
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地域支援センターでは、点在するグループホームのインターネット環境を整えて、職員会議をオン

ラインで開催しています。会議会場までの移動がなく、すぐに繋がり情報を共有できると職員からも

好評です。下の写真は ZOOM で職員会議を開催している様子です。この日はもしもの時に備え、参

加者全員で防護服等の着脱方法を確認しました。職員一同、今一度、心を引き締め新型コロナウイル

ス感染予防に努めていきます。 

グループホームでは皆さんコロナ対策を取りなが

ら元気に過ごされています。 

各グループホームで、毎日検温、手指消毒、手洗い・

うがい、換気等予防対策をしっかりと行っています！ 

玄関先に非接触型の体温計と消毒液、またリビング

内には空気清浄機を設置して室内の換気も行ってい

ます。 

毎日検温表に 
記録しています。 

 

空気清浄機 
空気を綺麗に！ 

 

うがいも♪ 

 
玄関に新アイテム登場！ 
体温を計測中 

 

消毒液つきです 

食卓にパネルを置いて。お茶を楽しまれています。 

グループホーム コロナ対策しながら楽しく♪ 

会議の進行は地域支援センター 

 
全グループホームから 
参加しています。 

防護服を実際に着て確認。 
緊張感が漂っています。 

 
後見的支援室 帆海
の会議も ZOOM で
実施しています。 

地域支援センタ
ーの入口にも消
毒液付きの非接
触型体温計 

 

ZOOM 会議の様子 ～インターネットの活用～ 
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リモート放映で Live！皆でお祝い！ 

【書初め】 

思い思いの言葉をしたためま

した。歌いながら「大きな栗

の木の下で」と書きました！ 

【節分】 

他の部屋の様子をリモート中継

で見ていたら、ついに自分の部

屋に鬼たちがやって来ました！ 

多機能型事業所 la varietta（富岡東）は、2 月で開所 1 年を迎えました。 

新型コロナウイルスの流行と共に歩んできた 1 年でしたが、チョコレート

作りの活動を通じて、利用者の皆さんそれぞれの楽しみや、やりがいを見出

してきました。 

 また la varietta１階店舗 久遠チョコレート横浜金沢店では初めてのバレ

ンタインデーシーズンを迎え、たくさんのお客様にご来店いただきました。

製造等多忙となりましたが、利用者の皆さん一所懸命に作業に取り組み、多

くの製品を販売することができました。 

4 月 25 日にはオープン 1 周年を迎えました。 

これからもどうぞよろしくお願い致します。 

Q：りんごの森に通い始めたのはいつですか？  

A：昨年（２０２０年）の４月です。 

Q：りんごの森で楽しかったことは何ですか？ 

A：私のお誕生日をみんなで祝ってくださったり、私もみなさ

んのお誕生日を祝ったりすることです。体操とかボウリン

グなど、全て楽しいので何よりです。 

Q：今後の抱負をひとこと！ 

A：今年の５月で大人（２０歳）になります。ですので、お給

料を今まで以上にたくさん稼ぎたいです。 

家族、りんごの森の方、同級生、先輩、後輩等に私の人生に

寄り添ってもらい、素敵な大人になりたいです。 
 石井 若菜さん 

日中活動 with コロナ ～リモートで繋がる！～ 

la varietta（ラ・ヴァリエッタ）開設１周年を迎えました 

離れた事業所と繋がって！ 

 

【成人を祝う会】 

3 名の新成人の皆さん。未来を切り

ひらく、という意味合いを込め、テ

ープカットの瞬間！リモート放映も

行い、りんごの森のみんなで３名の

お祝いをしました。 

 

鬼も退散！ 

 

ご利用者さまの『声』 

人気はフィナンシェ
にチョコレートをか
けた『クオンシェ』→ 

【新春 みんなで叩こうぜ！】

ディスタンスを保って太鼓体

験！ipad 端末を活用しリモ

ートでラ・ヴァリエッタにも

中継しました。 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1524905407/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL2ltZzAxLmdhdGFnLm5ldC8yMDE1MDUvMjVlb2RrbC9nYXRhZy0wMDAwNTE5NC5wbmc-/RS=%5eADBuWxaEnws4fwIw3u.fVZTD0jSmmE-;_ylt=A2RCKwk_5OJaWSMAJUyU3uV7;_ylu=X3oDMTBiZGdzYWtnBHZ0aWQDanBjMDAz
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着
任
の
ご
挨
拶 

  
 
 
 
 
 
 
 

所
長 

佐
藤 

一
美 

  
 

 

平
成
二
十
九
年
四
月
か
ら

四
年
間
、
柳
町
地
域
ケ
ア
プ
ラ

ザ
所
長
と
し
て
の
業
務
を
遂

行
し
、
令
和
三
年
四
月
か
ら
釜

利
谷
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
の
所

長
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
佐

藤
一
美
で
す
。 

法
人
理
念
で
あ
る
「
誰
も
が

明
る
く
豊
か
に
！
」
が
よ
り
実

現
す
る
よ
う
拠
点
施
設
と
し

て
、
釜
利
谷
の
地
域
に
つ
い
て

改
め
て
知
っ
て
い
き
、
釜
利
谷

地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
全
職
員
と

共
に
歩
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま

だ
ま
だ
勉
強
不
足
で
様
々
な

こ
と
を
『
知
る
』
こ
と
も
課
題

の
一
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
誰

も
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
ケ

ア
プ
ラ
ザ
に
な
る
よ
う
努
力

い
た
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
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２００１年５月に金沢区で５館目のケアプラザとして事業を開始してか

ら２０年が経ちました。当初 9 名だった職員も現在 59 名になり、５事業

（地域活動・交流、地域包括支援センター、生活支援体制整備、居宅介護支

援、通所介護）を運営しています。これからも釜利谷の皆様と一緒に住みよ

い街づくりに努めていきます。 

2020 年度は、新型コロナウィルス関連情報発信のため、官民問わず ICT*1 の活用が拡

充した年でした。 

これまで地域の自治会・町内会で開催していたお食事会やサロン、趣味の会や体操の

集まり等が感染予防のため自粛となり、これまで繋がっていた地域の繋がりが薄くなっ

てしまいました。その様な中、釜利谷地域ケアプラザでは、SNS*2（Facebook、

Instagram、LINE 公式サイト）を活用した情報発信を開始しました。ケアプラザ主催の

事業の情報や、デイサービスご利用者様の作品、コロナ禍感染予防しながら釜利谷地域

で開催された活動のご紹介、地域で咲く季節の花など、様々な情報を発信してきました。

また、SNS を使わない方のため、発信された内容を生活支援体制整備事業情報紙「つな

がろう！」でも発信しております。 

今後 ICT は、生活の様々な分野で活用され情報発信されていくことでしょう。一方で、

ICT が使える方と苦手な方の間で情報格差が広がる懸念があります。釜利谷地域ケアプ

ラザでは、昨年秋から地域の方と一緒にオンライン会議（ZOOM）の使い方を学びなが

ら、地域の活動や見守りにどの様に活かしていけるか検討する会「釜利谷にじ Project」

を毎月開催しています。今後は Project のメンバーを増やしながら ICT を使える人を増

やし、新しい形の繋がりや見守りを模索していきたいと考えています。 

SNS の登録は釜利谷地域ケアプラザのホームページからも登録が可能となっており

ます。 
*1 ICT：Information and Communication Technology （情報通信技術） 
*2 SNS：Social networking service （交友関係を構築する Web サービスのひとつ） 

Instagram 
 

Facebook 
 

LINE 

事業開始 
２０周年 

楽しい情報を 

発信しています。 

ご覧ください！ 

２０年をお祝いして（職員） 
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地域の珈琲店から仕入れた珈琲豆で豆引きか
らドリップまで体験いただき薫り良い美味し
い珈琲を楽しんでいます。 

数名から始まった書道サークルも今では 15 名
以上の大きなサークルとなりました。『次は何を
書くの～♪』と楽しみにされています。 

近隣公園への歩行訓練や体操 

川柳サークル 絵手紙教室 

珈琲の会 書道サークル 

歩行訓練は施設外周
から始めて徐々に距
離を伸ばして歩行で
きるようになり、『次
はその先の川まで行
こう♪』と目標をもっ
て実施しています。 

ユニークな作品が出来上がっています。コンクール
申し込みを目標に取り組まれています。 

ボランティアの先生の見本を見ながらその季節
の花や果物等、好きなものを描かれています。 

施設駐車場で体操と日光浴 

 

令
和
三
年
四
月
よ
り
、
佐
藤
一
美
前
所
長

に
代
わ
り
、
横
浜
市
柳
町
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ

所
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
、
黒
田
彩
で
す
。

前
年
度
ま
で
は
共
同
生
活
援
助
事
業
や
指
定

特
定
相
談
支
援
事
業
、
金
沢
地
域
活
動
ホ
ー

ム
り
ん
ご
の
森
（
金
沢
区
基
幹
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
）
な
ど
、
主
に
障
害
福
祉
分
野
に
従
事

し
て
お
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ま
で
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
日
私
た
ち
は

い
ま
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
感
染
症
対

策
の
た
め
、
集
う
こ
と
や
ふ
れ
あ
う
と
い
っ

た
日
常
を
大
き
く
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
り
ま
し
た
。 

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
に
お
け
る
福
祉

的
課
題
へ
の
対
応
の
み
な
ら
ず
、
感
染
予
防

対
策
を
講
じ
な
が
ら
も
【
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
方
】
を
あ
ら
た
め
て
模
索
し
て
い
く
た

め
に
、
地
域
の
皆
様
と
と
も
に
支
え
あ
い
な

が
ら
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 
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令和 2 年度も後援会活動にご協力いただき、ありがとうございました。上記のお名前は、振込用紙の備

考欄にて掲載の承諾をしてくださった方のみ載せております。承諾が確認できない場合は、お名前の掲

載を控えさせていただいております。ご了承ください。 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

差引残高 9,681,412 円（R3 年度へ繰越） 

 

◎令和２年度の会計を上記のとおり報告いたします。 

（令和３年５月１１日後援会監査を受けました。） 

 

 

阿部 雅美 有馬 サカエ 飯島 要 池永 直之 石井 若菜 石川 正博 

井上 征 入江 昭明 江口 昭 岡島 濱 岡田 菜々恵 岡林 謙 

乙川 里美 木下 勝裕 木下 研作 桑原 浩人 小宮 照雄 小山 昇一 

境 律子 佐々木 覚一 小味山 忠志 上甲 雅敬 鈴木 和彦 諏訪 桃子 

瀬戸 操 高野 紀子 高橋 君代 谷口 一郎 玉置 陽岳 戸上 崇 

徳江 健介 徳江 ゆか里 中村 有良 中村 豊久 野月 光行 長谷 雅彦 

長谷川 舜 服部 英明 原田 孝規 平山 夏子 深井 庸三 前田 健造 

牧野 小夜子 万木 文太 御手洗 房江 三船 美枝子 宮田 麻由子 向井 恵美 

森田 博美 安室 ヨネ子 山﨑 洋子 山田 懐枝 横尾 敏治 葭葉 守 

領家 奈津美 渡辺 久雄 ㈱アルテ いしずえ会 ㈱まるかね電機商会 

加藤 邦紘 黒田 幸明    他 53 名全 114 名 

収  入 支  出 

令和元年度からの繰り越し 9,127,053 印刷製本費（後援会報印刷） 60,447 

受取利息収入 77 手数料（振替受払照会・振込手数料） 24,461 

令和 2 年度会費・寄付金収入 1,032,000 事務消耗品費 11,195 

  寄附金支出（非接触型体温計） 354,931 

  通信運搬費（切手・ハガキ等） 17,250 

  会議費 6,434 

  諸会費（神奈川県障害者定期刊行物協会） 3,000 

令和 2 年度 収入計 10,159,130 令和 2 年度 支出計 477,718 

令和 2 年度すみなす会後援会 会員・寄附金納入者名簿（敬称略）R2.4.1～R3.3.31 

令和 2 年度 すみなす会後援会 収支報告 
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社会福祉法人すみなす会 
「すみなす＝住み成す」 地域の誰もが明るく豊かに！ 

子供も、大人も、お年寄りも、障がいのある人も 

すみなす会後援会 
・すみなす会の新事業等の取組みや、事業運営の充実を主に財政面から支えます。 
・すみなす会への物品の寄付、功労者の表彰、法人運営への提言を行います。 
・会報を年２回発行し、すみなす会の福祉事業の周知に努めています。 
・具体的な活動と決算は会報で報告しています。 

 

現 在 

未 来 

芽生え 

すみなす会 

誕生 

後援会会員を募集しています。 

すみなす会後援会は、会費・寄附金を
資金とし、すみなす会を支援する活動を
しています。入退会は自由で、会費の納
入と同時にその年度の会員となってい
ただきます。 

ご意見は下記までお寄せください。役
員会への参加も歓迎しています。活動の
様子や収支状況、その年の会員名簿は会
報で報告しています。 
【問合せ】045-788-2901 

後援会事務局 

s-ko-en@suminasu.or.jp 

 

後援会会費はこちらまで 

個人会員 1 口  3,000 円 

法人会員 1 口 10,000 円 

寄 附 金  随 意（上記の金額以外） 

下記の口座に直接お振込みください。 

ゆうちょ銀行 00230-5-18765 

社会福祉法人すみなす会後援会 
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★障がい福祉の部門 ★高齢福祉・ 
地域交流の部門 

りんごの森 

地域支援センター 

航（わたる）

 

障害者支援施設 

金沢地域活動ホーム 

釜利谷地域ケアプラザ 

柳町地域ケアプラザ 

1989 年 

1999 年 

2021 年 

後援会ホームページ 

★障がい福祉の部門：航・りんごの森・地域支援ｾﾝﾀｰ 
★高齢福祉・地域交流の部門：釜利谷地域ｹｱﾌﾟﾗｻﾞ・柳町地域ｹｱﾌﾟﾗｻﾞ 

すみなす会ホームページ

 

「やまゆり」 

「手織り工房 コパン」 

「ラ ヴァリエッタ」 


